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市
で
は
、
防
災
知
識
の
啓
蒙
を
図

り
地
域
防
災
力
を
高
め
、
減
災
の
一

助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
近

い
将
来
必
ず
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
宮
城
県
沖
地
震
や
、
近
年
多

発
す
る
大
雨
・
台
風
、
土
砂
災
害
な

ど
の
各
種
災
害
へ
の
予
防
対
策
と
災

害
発
生
後
の
応
急
対
策
を
記
載
し
た

「
防
災
ガ
イ
ド
」
と
「
洪
水
・
土
砂

災
害
・
津
波
・
地
震
の
各
種
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
各
世
帯
に

配
布
し
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
災
害
対
策

に
活
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

冊
子
の
内
容
は
Ａ
4
版
・
4
色
カ

ラ
ー
印
刷
で
、防
災
ガ
イ
ド
は
本
庁
・

各
総
合
支
所
共
通
で
す
が
、
各
種
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
本
庁
・
総
合
支

所
ご
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。「
津

波
・
洪
水
・
土
砂
災
害
の
マ
ッ
プ
」

は
航
空
写
真
を
基
に
作
成
し
て
お
り
、

見
や
す
さ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
種
類

①
洪
水
に
よ
る
浸
水
地
域
お
よ
び
土

砂
災
害
危
険
箇
所
図

②
津
波
に
よ
る
浸
水
区
域
図

③
地
震
に
よ
る
「
揺
れ
や
す
さ
」
と

「
木
造
建
物
倒
壊
危
険
度
」

問　

防
災
対
策
課
（
内
線
397
）

災
害
に
備
え

「
防
災
ガ
イ
ド
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
配
布
し
ま
す

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
力
で
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
・
安
心
な
交
通
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

重
点
項
目　

1　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

2　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

3　

飲
酒
運
転
の
根
絶

4　

道
路
の
正
し
い
横
断
の
励
行

（
1
〜
3
は
全
国
共
通
、
4
は
宮
城

県
独
自
の
重
点
項
目
）

問　

防
災
対
策
課
（
内
線
521
）

　
　

各
総
合
支
所
総
務
企
画
課

　
　

石
巻
警
察
署
交
通
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
95
‐
４
１
４
１

　
　

河
北
警
察
署
交
通
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
62
‐
３
４
１
１

春
の
交
通
安
全 

市
民
総
ぐ
る
み
運
動

運
動
の
基
本
理
念

 

「
交
通
ル
ー
ル　

守
る
あ
な
た
が　

守
ら
れ
る
」

　

～
交
通
ル
ー
ル
を
守
れ
ば　

安
全
が
確
保
さ
れ
る　

交
通
環
境
づ
く
り
～

ハザードマップとは？
　自然災害による被害を予測し、その被害範囲
を地図化したものです。予測される災害の発生
地点、被害の拡大範囲および被害程度、さらに
は避難経路、避難場所などの情報が地図上に示
しています。
　ハザードマップを利用することで、災害発生
時に市民の皆さんは迅速・的確に避難を行うこ
とができ、また、二次災害発生予想個所を避け
ることができるため、災害による被害の低減に
あたり非常に有効です。

○洪水
　各河川における浸水想定

○土砂災害
　国土交通省の「土砂災害危険区域調査
要領及び危険箇所点検要領」に基づき宮
城県が土砂災害のおそれのある個所を調
査し、平成15年６月に公表した資料に基
づいたもの。

○津波・地震
　平成16年３月に宮城県が公表した「宮
城県沖地震第三次被害想定報告書」の
「宮城県沖連動型地震（M.8）」に基づい
たもの。

各ハザードマップの被害想定

 河 川 名 計　画　規　模 ２日間総雨量

 北 上 川 １００年に１回の大雨 １９４ｍｍ

 旧北上川 １５０年に１回の大雨 ２６７ｍｍ

 江 合 川 １００年に１回の大雨 ２９６ｍｍ

　

4
月
6
日
㈪
か
ら
15
日
㈬
ま
で

の
10
日
間
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
、

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」
を
運
動
の
基
本
と
し
て
展
開
さ
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国民健康保険
加入の皆さんへ
問   保険年金課
　  （内線249・274・275）
　  各総合支所市民生活課

◇
国
保
の
簡
易
申
告
は

　

お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
は
、
毎
年
必
ず
前
年
の
所
得
金

額
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
世
帯
の
世
帯
主
（
本
人
自
身

が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
も

含
み
ま
す
）
と
国
保
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
員
全
員
の
合
算
所
得
金
額
が
、

一
定
基
準
額
を
下
回
る
場
合
、
均
等

割
額
（
一
人
ひ
と
り
に
か
か
る
額
）

と
平
等
割
額
（
世
帯
ご
と
に
か
か
る

額
）
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
よ
う
な
方
は
必
ず
簡

易
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
税
務
署
や
市
役
所
、
各
総

合
支
所
で
国
保
加
入
者
分
（
国
保

に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
も
含

む
）
の
申
告
を
済
ま
せ
て
い
る
場

合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
で
の
申
告
が
必
要
な
方

①
平
成
20
年
中
に
収
入
の
無
か
っ
た

方
（
20
年
中
の
収
入
が
雇
用
保
険

な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み
の
方
も

含
み
ま
す
）

②
平
成
20
年
中
に
障
害
・
遺
族
年
金

を
受
給
し
て
い
た
方
（
た
だ
し
、

ほ
か
の
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な

ど
を
受
給
し
て
い
る
方
は
申
告
不

要
で
す
）

③
平
成
20
年
中
に
扶
養
、
仕
送
り
、

退
職
金
・
預
貯
金
で
生
活
し
て
い

た
方
な
ど

受
付
期
間　

4
月
1
日
㈬
〜
15
日
㈬

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

受
付
場
所　

本
庁
1
階　

保
険
年
金

課
保
険
税
グ
ル
ー
プ
窓
口
9
番
・

各
支
所
・
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
保
険
税
担
当

※
国
保
加
入
世
帯
の
中
に
、
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
で
も
未
申

告
の
方
が
い
る
と
、
保
険
税
の
軽

減
や
高
額
療
養
費
の
負
担
限
度
額

の
判
定
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
に
は
、
4
月
中
旬
に
仮
算
定
分
の

平
成
21
年
度
納
税
通
知
書
（
第
1
期

〜
第
4
期
の
暫
定
賦
課
）
を
郵
送
し

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
の
保
険
税
額

が
1
万
円
未
満
の
方
、
お
よ
び
3
月

1
日
以
後
に
加
入
の
届
け
出
を
し
た

方
に
は
、
平
成
20
年
中
の
所
得
金
額

に
基
づ
き
計
算
さ
れ
る
保
険
税
の
納

税
通
知
書
（
第
5
期
〜
第
10
期
の
確

定
賦
課
）
を
、
8
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。（
4
月
に
納
税
通
知
書
の
発

送
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
第
5
期
以
降
の
税
額
は
、
8
月
の

本
算
定
時
に
確
定
し
ま
す
。

　

河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
防
止
を
図

り
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を

つ
く
る
た
め
、「
浄
化
槽
」を
設
置
す

る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象

　

申
請
者
が
使
用
す
る
住
宅
に
限
り

ま
す
。
た
だ
し
、
下
水
道
整
備
対
象

区
域
な
ど
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

■
補
助
金
額

①
5
人
槽　
　
　

３
３
２
、０
０
０
円

②
6
〜
7
人
槽　

４
１
４
、０
０
０
円

③
8
〜
10
人
槽　

５
４
８
、０
０
０
円

※
浄
化
槽
設
置
工
事
を
す
る
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

下
水
道
管
理
課（
内
線
374
）

（
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
）

浄
化
槽
の
設
置
に

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　市ではアメリカ合衆国ワシントン州
エバレット港湾局との友好提携により、
将来の国際人の育成を目的として、青
少年を対象とした「海外短期語学研
修」を行います。
研修場所　エバレットコミュニティー
　　　　　カレッジ
期　　間　７月25日㈯出発
　　　　　　　～８月９日㈰帰国
募集人員　研修生12人〔抽選〕　
引率者兼現地補助員　１人
参加者応募資格
・石巻市在住で、高等学校に在学し、
学校長の推薦が可能な方
引率者兼現地補助員応募資格
・平成21年４月１日現在20歳以上の方
・日常英会話が可能で海外渡航経験の
ある方
費　　用 
・研修生　負担金として20～25万円程
度
・引率者兼現地補助員　エバレットで
の滞在費および往復の旅費について
は全額市で負担します。
申込期間 　４月１日㈬～21日㈫
申込方法 　河川港湾対策室、石巻商
工会議所業務課に用意している応募
用紙に記載の上、直接、お申し込み
ください。
　※詳細は、お問い合わせください。
申・問　河川港湾対策室（内線309・487）
　・石巻商工会議所業務課  ☎22-0145

海外短期語学研修
参加者募集

問申


